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グループホーム琴の浦荘が遂に完成いたしました。特別養護老人ホーム
琴の浦荘に向かい合う形で入り口があります。1ユニット9名、定員18名
の施設です。静かで落ち着いた暮らしを提供したいと付けられた『なぎユ
ニット』、暖かく、家庭的な暮らしを提供したいと付けられた『ひなたユ
ニット』の2つのユニットが、皆様のご入居をお待ちしております。

グループホーム配属職員向けに、2か月間様々な研修を行いました。接
遇やコミュニケーション、認知症ケアや介助に関する研修など、多岐にわ
たり介護職員として必要とされるスキルを伸ばしました。入居される皆様
に安心して生活していただけるように、今後も技術の向上に励んでいきま
す。

竣工式、落成式と執り行われ、長崎市福祉部長の山口様も参加され、五
蘊会に対する今後の期待の言葉も頂くことが出来ました。また、内覧会を
2日間行い、160名の皆様に来荘頂きました。職員一同身の引き締まる思
いです。皆様に信頼されるようグループホームを目指し精進して参ります。
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コロナ禍の中こもりがちな生活になり、ストレスが溜まってしまうので、
グーパー体操や風船バレー等の簡単な運動で身体を動かして発散していま
す。皆様笑顔で声を大きく出し、終わった後は「ぐーっと動くと気持ちの
よか」「まだやりたか」と気分転換になったようです。また、コスモスを
見にドライブも行い、久々の外出に楽しまれているご様子でした。

おやつ作りは「かぼちゃクリームのデザート」を2日間作りました。
かぼちゃが柔らかくなるのが難しく職員も苦戦しましたが、利用者様と協
力して美味しく作る事ができました。利用者様は生クリーム作りやスポン
ジを切ってもらったり盛り付けを手伝ってくださいました。久しぶりのお
やつ作りも皆さん楽しまれていました。

10月の行事として、赤水公園にコスモスを見に行きました。コスモス
を見た後は、大村湾を眺めながらコーヒーを飲んで「景色がいいね」「今
日はよか天気！」「コスモスが綺麗ね」等皆さん久しぶりの外出支援で喜
ばれていました。コロナで外出行事を控えていましたが、少しずつ落ち着
いてきていますので、今後も状況を見ながら外出を企画していきます♪

風が冷たくなり冬が近づいてきた11月、干し柿作りを行いました。渋
柿を手に取れば素早い手つきで皮をむき、紐を結びながら「こがんすっと
よ」、「昔は竿２本分作りよった」と職員に作り方を教えて下さったり、
思い出話をして下さったりと楽しげな声の絶えない１日となりました。完
成が楽しみです。


